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AgGaS2のセルマイヤー方程式と熱光学分散式は Kato et al.[1,2]によって報告されているものが

最も精度が高いとされているが[3,4]、熱光学定数 (dno/dT, dne/dT) は MIT のデータ[5]と大幅に異

なっている。このため、筆者らは、頂角 22°48′カットのプリズムを用いて、0.6328～3.3913 m 

での dno/dT 及び dne/dT を測定した。これらのデータを CO2レーザー及び KTiOPO4光パラメトリ

ック発振 (KTP/OPO) で測定した 0.8859 ～10.5910 m での SHG及び SFGの位相整合温度許容幅 

(T·l) から得られた値で修正し、以下の分散式を得た。 
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ここで、は波長で単位は mである。この分散式と文献１のセルマイヤー方程式を一部データで

補正したものを組み合わせることにより、従来文献に報告されている位相整合温度特性 (90°位

相整合を含む) を高精度で再現することが判明した。詳細は MIT のデータとともに当日報告する。 
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